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　新しいワクチンの誕生まで

   日本で現在主として使われているファイザー・

ビオンテックとモデルナの新型コロナワクチンは、

これまでになかった全く新しいタイプの「ｍRNA

( メッセンジャー RNA) ワクチン」です。

　　　　　　　　　　　　この開発に最も貢献し

　　　　　　　　　　　　たのは、ハンガリー出

　　　　　　　　　　　　身の女性研究者、カタ

　　　　　　　　　　　　リン・カリコ博士です。 

　　　　　　　　　　　　彼女は、当時研究環境

が十分でなかったハンガリーから米国に渡り、長

年 RNA の代謝の研究を続けてきました。

　当時、遺伝子研究の主流は DNA であり、米国で

も RNA の研究はあまり日の向らない時代でしたが、

彼女は研究費不足など悪条件でも細々と研究を継

続し、2005 年にドリュー・ワイスマンとともにペ

ンシルバニア大学で始まった研究から、mRNA の特

定のヌクレオシドを修飾すると免疫応答の低下を

起こすことを発見しました。

　この研究成果は注目を集めませんでしたが、彼

らは、2006 年と 2013 年に「mRNA に対する抗ウイ

ルス免疫応答を低下させるための修飾ヌクレオシ

ドの使用」という特許を出願しました。

　その後、この特許のライセンスは、ともに癌免

疫療法などの開発をめざしているベンチャー企業

の米国モデルナ社とドイツのビオンテック社が取

得しました。

　

新型コロナウイルスをめぐる話題　　第６回

　

滝沢　帯刀益夫

ビオンテックの創始者は、研究者であり医師でも

あるウール・シャヒン・エズレム・テュレジ夫妻で、

2人ともトルコ系移民です。

　2人はマインツ大学で腫瘍学の研究指導を受け、

2001 年に上部消化管がんの新規治療薬開発のため

のガニメド社を設立し、さらに、2008 年にビオン

テック社を設立しました。どちらも、がんの免疫

療法、特にｍＲＮＡを用いた免疫療法を目指して

研究開発をしていました。

　カリコ博士はペンシルベニア大学では待遇が悪

く、この研究を応用する機会がないことに気づき、

副社長（その後、2019 年に上級副社長）として招

聘をうけたビオンテック社に 2013 年に移籍して、

ファイザー社とも協力して季節性インフルエンザ

用のｍＲＮＡワクチン開発を進めてきました。　

　2020 年 1 月中旬、新型コロナの遺伝子情報が中

国から発表されると直ちに mRNA ワクチン作成を開

始し、以後、ビオンテック社の研究者を総動員し

て実用化を目指し、開発に成功したのです。

  カリコ博士の長年の研究環境は望ましい状態で

はなく、彼女の研究が価値があることを人々に納

得させるのに大変な苦労をしましたが、今や、メッ

センジャー RNA テクノロジーの飛躍的進歩は、世

界中の何十億もの人々の生活を支え、世界的な流

行を終わらせるのに役立つ可能性があると期待さ

れるようになり、彼女はノーベル賞に一番近い女

性といわれています。（次号に続く）
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こんな緊急時にどうして国会を開催しないので

しょうか。野党は力を合わせて衆議院選挙で政

権交代して欲しいと願います。


